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筑紫高校、九州産業高校、日本経済大学、筑紫女学園大学とまちづくり座談会を開催

筑紫野市商工会、筑紫野市観光協会とまちづくり座談会を開催

　「西鉄紫駅の利活用」をテーマに、まちづくり座談会を開
催しました。各高校・大学の皆さんが、駅のにぎわい創出や
待ち時間を快適に過ごせる空間など、若者ならではの視点
でアイデアを発表。市長や西日本鉄道株式会社との活発な
意見交換を通して、紫駅の新たな魅力や可能性について考
えました。高校生・大学生の声を実現するため、多くの人が
関わりながら、紫駅の新たな魅力を育てていく。未来へ向け
た育ちあうまちづくりの一歩が始まりました。

　当市のシティブランディング事業を更に推進させるた
め、平井市長が商工会、観光協会とまちづくり座談会を開催
しました。懇談ではシティブランディングの取り組みや今
後の展開を共有した後、子どもの育ちや郷土愛の醸成、観
光・地域産業の魅力向上などをテーマに意見交換を実施。ブ
ランドコンセプトを市・事業者が共有し、それぞれの取り組
みを通じて「育ちあうまち。筑紫野市」をともに育てていく
ことを確認しました。

活発な意見交換が行われました

平井市長と座談会に参加された皆さん

平井市長と商工会、観光協会の皆さん
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▶まちづくり座談会の内容は、
市ホームページでも紹介して
います。
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■見出しの二次元コードを読み取ると
　イベントの様子を動画でも見ることができます。

育ちあうまち。筑紫野市
CHIKUSHINO CITY GROWING TOGETHER PROJECT
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BRIDGE Summer Camp対面式

　アジア太平洋こども会議・イン福岡が開催する
「BRIDGE Summer Camp」で、当市はパラオ、ネ
パール、モンゴルのこども大使団を招へいし、パラ
オのこども大使団５人とホストファミリーとの対
面式を行いました。期待と緊張のなか待っていた
ホストファミリーは笑顔で迎えました。こども大
使団はホストファミリーのもとでホームステイし
ながら学校登校などを通して交流を深めました。

言葉や文化の壁を超えて友情を育みました
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からこま座が市民図書館で人形劇公演
　市民図書館で、からこま座による「マシュマロ
とぅるん」と「ふしぎのくにのアリス」の人形劇を
開催しました。子どもから大人まで73人が訪れ、
会場は終始笑いに包まれました。大小さまざまな
人形や、そのユーモラスな動きとストーリー展開
に、ときには驚きの声も上がり、観客は人形たち
が繰り広げる世界にすっかり引き込まれて心を
揺さぶられる時間を過ごしました。

演目「ふしぎのくにのアリス」の一場面
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地場産野菜生産者　学校給食試食会

　学校給食共同調理場では市内でとれた野菜を
使用し、１日に約9,700食の給食を調理し、市内
全ての小・中学校へ提供しています。その野菜の
生産者や、筑紫農業協同組合のみなさんと学校
給食試食会を行いました。給食の調理過程の動
画を観た後、給食を食べながら、給食に使う地場
産食品の種類拡大について意見を交わしまし
た。

市産の生姜、アスパラガス、宝満とまとなどを給食に使っています
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男性の育児参画セミナー「木工パズルを作ってみよう」
　おもちゃ作りや遊びを通して、子どもとの関
わりを深めることを目的に、男性の育児参画セ
ミナーを開催しました。子や孫とともに父や祖
父５組12人が参加し、木工パズル作りに挑戦し
ました。普段は使う機会のない電動糸のこの使
い方やパズルの作り方を学び、参加者は「一緒に
工作する機会はあまりなく、楽しく良い時間を
過ごせました」と感想を語りました。

一緒にもの作りをする楽しさを体験しました

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎(923)1111 にお願いします。広報ちくしの 令和8年9月号19
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給水車が熊本へ向け出発

　７月28日㈫に発生した「令和８年熊本地震」
により水道施設が甚大な被害を受けたことか
ら、市より人員と給水車を派遣しました。派遣し
ている人員は環境経済部上下水道工務課職員２
人と１.２トン給水車１台で、熊本県宇土市など
で当面の間、被災者への応援給水作業にあたり
ます。その他、要請に応じ、復興に向けた支援を
続けます。

７月30日㈭６時に、現地にむけて出発しました 開通式には地域の人など約100人が出席しました
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「西小田橋」　開通式

　半世紀以上にわたり地域の暮らしを支えてき
た「西小田橋」が、地域の皆さんの温かい支援と
協力のもと、新しく生まれ変わりました。新しい
橋の長さは100.6m、幅は10mで、歩道も新設
されました。開通式ではテープカットとくす玉
開披、さらに農耕車を先頭に渡り初めが行われ
ました。地域の安全・安心の向上、産業の発展に
資する重要なインフラとして活用されます。

熱唱する宮﨑さん

　生涯学習センターで同和問題講演会を開催しま
した。ヒューマンバンド「熱と光」代表の宮﨑 保さ
んが講演し、歌と語りで聴衆の心を釘付けにしまし
た。
　宮﨑さんは、「差別はやめましょうと言うだけで
は人の心は変わりません。それは、一人ひとりが自
分の心の中を見ていないから。心の中を見ると、そ

同和問題講演会

7/23

ちょっと心
こころ

をかしてくれませんか

こに人を見下したり差別したりする気持ちがある
ことに気付きます。それを取り除くと、その分、心
が軽くなります。その心の空いたところに素敵な
ものを入れていく努力をすれば、差別のない世の
中はできます。」と話し、差別のない世の中が必ず
実現できることを強く語りかけました。

たくさんの人が参加しました
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